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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、2021年10月29日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

記 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（2021年4月1日～2022年3月31日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

36,500 

百万円 

2,000 

百万円 

2,000 

百万円 

1,500 

円 

111.30 

今回修正予想（Ｂ） 34,500 600 800 300 22.26 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ▲2,000 ▲1,400 ▲1,200  ▲1,200  

増 減 率（ ％ ） ▲5.5 ▲70.0 ▲60.0 ▲80.0  

（参考）前期連結実績 
（2021年3月期） 

26,481 2,420 2,533 2,147 159.31 

 

２．修正の理由 

当社の主力である教育市場向けの書画カメラや電子黒板の販売は、国内市場で前期の需要増の反動で当初計

画を下回りました。また、そのほかの事業でも半導体等電子部品の不足や、原材料価格高騰の影響で、適正な

在庫を確保することができず、需要に対して販売機会の逸失が発生しました。この結果、売上高が当初予想よ

り2,000百万円減少となる見込みです。 

利益面も上記の通り売上高が計画を下回ることで工場稼働率が低下し、人員増など固定費の増加を吸収でき

なかったこと、また原材料価格高騰の影響で売上原価が増大したことも重なり、利益率が悪化しました。 

以上により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益が大幅に減少する見込みです。 

これらの理由から、通期連結業績予想を修正するに至りました。 

 

 なお、期末配当予想は修正せず、1株あたり20円に据え置きとしています。 

 

※ 上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因により異なる場合があります。 

 

以 上 


